
NMC News No.105
2022年3月号

独立行政法人 国立病院機構 名古屋医療センター広報誌

写真：名古屋城本丸御殿 玄関一之間「竹林豹虎図（復元）」

巻頭言　医療コミュニケーションに２つの大きな変化　看護部長 内山　忍 2p

ドクターよもやま話　コロナ禍の運動不足による「ロコモ」　　　　　　　　　　 　  服部陽介 3p
医療最前線　名古屋医療センターでのＨＩＶ検査　　　　　　　　　　横幕能行 4・5p

トピックス　心温まる支援をいただきました 5p

職場紹介　放射線診断科・放射線治療科／外来2階 6p

連携医療機関紹介　医療法人 𠮷田クリニック 7p

■発行責任者：広報委員長 永井宏和 ■発行所：〒460-0001  名古屋市中区三の丸4-1-1
■電 話 番 号：TEL.052-951-1111（代表） FAX.052-951-0664 ■名古屋医療センターホームページ：https://nagoya.hosp.go.jp/
■発 行 日：令和4年3月1日

TAKE FREE
ご自由に
お取り下さい

リハビリテーション科医長
整形外科科長

エイズ総合診療部長
エイズ診療科医長



2 3

新型コロナウイルス感染症の蔓延に悩まされ
る日々が続く中、一人一人が新たな過ごし方を
工夫しながら困難を乗り越え、新しい年を迎え
られたことと思います。
さて、コロナ禍は私達の生活や社会に大きな

ダメージを与えるとともに、様々な変化を生み
出しました。特に病院におけるコミュニケーシ
ョンの在り方が大きく変わったと実感していま
す。1つ目はマスクの着用、2つ目は遠隔での
コミュニケーションです。
声の調子や口元の動きから得られる情報は、

聴覚情報を補う重要な役割を果たすと言われて
います。マスクを着けていると口元が見えず、
特に口角が上がった “笑顔” が認識しづらくな
ります。患者さんに最も身近に接する私達看護
職は、治療に向き合う患者さんの不安や苦痛を
和らげられるよう、今まで以上に患者さんに思
いを馳せ、目を合わせて笑顔を届けることが大
切だと再確認していきたいと思います。

2つ目は、電話やビデオによるコミュニケー
ションです。コロナ渦で面会制限が長く続き、
大変な思いをした多くの患者さんを目の当たり
にしてきました。オンラインへの抵抗感が減っ
てきたとはいえ、画面や電話越しではなく、大
切な人と対面したいという患者さんとご家族の
気持ちを理解し、その思いに応えられるように
努めていかなければなりません。これからも看
護部が一丸となり、益々地域の皆様や患者さん
とご家族に寄り添った看護を届けられるよう邁
進して参ります。
2022年は壬寅（みずのえのとら）です。壬
は「妊に通じ、陽気を下に孕む」、寅は「螾（み
みず）に通じ、春の草木が生ずる」という意味
があるそうです。今年はこの意味にあやかっ
て、今後の強い成長の礎となるアフター・コロ
ナ元年となることを願ってやみません。
今後とも宜しくお願い申し上げます。
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看護部長

新型コロナウイルス感染症の影響で外出の機
会が減り、体力の低下を感じていませんか？　
外出や人との交流、社会参加を控えること

は、感染を防ぐためには有効ですが、活動しな
いことで体力が落ち、気持ちも不安定になりや
すいといわれます。整形外科やリハビリ科で診
ている患者さんは動かなければ足腰に痛みがで
ないのですが、体を支えたり動かしたりする筋
肉の維持や回復がうまくいかないことが多くな
ってきています。
運動器の障害のために移動機能の低下をきた

した状態を 「ロコモティブシンドローム」＝ロ
コモといいます。ロコモティブシンドロームと
は、英語で移動することを表す「ロコモーショ
ン（locomotion）」、移動するための能力があ
ることを表す「ロコモティブ（locomotive）」
からつくった言葉で、移動するための能力が不
足し衰えて、立つ、座る、歩くなどの能力が低
下した状態を指します（日本整形外科学会）。
ロコモになって足腰が衰えると、転んで骨折し
やすくなったり、高齢者では、介護が必要にな
ったりして、健康寿命にも大きくかかわってき

ます。新型コロナ自粛後の運動機能低下につ
いての調査では、「つまずきやすくなった」と
答えた人は、40代から年代とともに増えてい
き、80代以上では31％でした。「速く歩けなく
なった」と答えた人は、より多く、70代では
37％、80代以上では47％にものぼっていまし
た（日本臨床整形外科学会調査）。一見健康そ
うに見える子どもたちにもコロナの自粛明け
に転ぶ、けがをするという子どもロコモもあり
ます。
足腰が弱ってロコモが進まないよう、まず自

宅で運動することを心がけてください。きちっ
と感染対策をしたうえで「ウォーキング」を行
うことも効果的です。歩くことは、「バランス
能力の改善」にもなります。私もなるべく歩い
たり階段を使ったり電車で移動するように心掛
けています。コロナに負けない、元気な体づく
りと健康な生活を続けていただくことを願って
います。
「今は大変なときですが、足腰の健康を維持
しみんなでコロナを乗り越えましょう。」

服部陽介
リハビリテーション科医長
整形外科科長
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iTesting@Aichi&NMC 前立腺がん検診時にiTesting
（対象は名古屋市前立腺がん検診のみ） iTesting@Nagoya 薬局でiTesting

場所 名古屋医療センター 名古屋市内の検査会場 スギ薬局東新町店

費用 1000円 500円（前立腺がん検診費用） 無料 約4000円

プライバシー 匿名 記名（前立腺がん検診申し込み時） 匿名 匿名

受付日時等 平日13時～15時 平日 2022年度は年3回予定 薬局営業時間

他の感染症 梅毒（2022年4月より） なし B/C型肝炎・梅毒 なし

対面サポート なし なし あり なし

結果通知およびサポート 結果の通知はWEBで 
受診前後のサポートは医療機関と検査結果通知機関と当事者団体が行う。

ト ピ ッ ク ス
全ての医療関係者がCOVID-19に立ち向かう
現状において当院職員も微力ながら懸命に地域
の医療を守るべく努力しているところです。こ
のような中、各方面の皆様方から医療用物品や
食料品などのご寄贈をいただきました。
皆様方のご厚志は、当院職員の勇気となり励

みになります。なお、一層、終息を願い尽力し
て参りますので、今後ともご支援賜りますよう
よろしくお願いいたします。

心温まる支援をいただきました

※名古屋名城ライオンズクラブ 様
（右から 名古屋名城ライオンズクラブ 会長 小川 令持 様、
名古屋医療センター長谷川院長）

医療最前線
保健所は、後天性免疫不全症候群に関する特

定感染症予防指針（以下エイズ予防指針）で
HIVの検査・相談体制の中核に位置付けられ、
HIV検査機会を提供してきました。しかしなが
ら、新型コロナウイルス感染拡大により、全国
の保健所でHIV検査が実施困難となり、2020
年の保健所でのHIV検査件数は前年の44%
（46,901/105,859）に激減しました。現在、
HIVに感染しても抗HIV剤の内服加療により
HIV非感染者と同様の生活が可能で、大切なパ
ートナーにHIVを感染させてしまうこともあり
ません。当院はHIV診療の最前線でHIV感染が
判明した人に適切な医療を提供するのが第一
の責務としていますが、このような現状を看過
できませんでした。そこで、医療機関でもでき
ることを！と熟考し、愛知県・名古屋市をはじ
め全国でHIV検査機会が広く国民に提供可能に
なるよう活動を行いました。
HIV検査は２段階で行われます。まず、HIV

に感染している可能性があるかどうかスクリー
ニング検査を実施し、陽性の場合は確認検査を
行って診断します。がん検診の結果は郵送等で
通知されていますが、HIV検査の場合、平成3
年に発出された保健所HIV検査に係る通知によ
り、スクリーニング検査の結果も必ず医師が受
検者に対面で通知すると規定されていました。
これは保健所HIV検査の外部委託の障壁にもな
っていました。私達は国に新たなHIV検査戦略
を提案し愛知県と共に実証研究を行いました。
その成果は令和3年3月の新しい通知の発出と
して結実し、スクリーニング検査結果は郵送や

webでの通知が可能になりました。この取り
組みは2021年のアメリカ公衆衛生学会総会で
も高い評価を受けました。
現在、当院では臨床研究センター感染・免疫
研究部感染症研究室長今橋医師を中心に看護部
や検査科はじめ病院全体が関わり、愛知県・名
古屋市と連携の下、新しいHIVスクリーニング
検査機会「iTesting（アイテスティング）」を
提供しています（下表参照）。HIVスクリーニ
ング検査の結果は全てwebで確認できる仕組
みにしました。検査や結果に関する相談や、ス
クリーニング検査陽性時のサポート体制も充実
させています。最近、市中の薬局で新型コロナ
ウイルスの検査キットが販売されていますが、
HIVについても、名古屋市内の薬局でHIVスク
リーニング検査用の郵送検査キットが試験販
売されています。
治療により予後改善と感染伝播阻止が可能と
なった現在、自身や大切なパートナー、そして
社会のために、適宜HIV検査を受け、HIVに感
染していること、またはHIVに感染していない
ことを確認することは大人のたしなみです。と
ころで、“アイテスティング” の “アイ” には
“I（自分）” の意が含まれています。HIV検査の
受検を、性感染症やHIV感染症/AIDSを “自分
ごと” として考える契機にしていただきたいと
も思います。
ぜひ、当院でのHIV検査の機会等をご利用く
ださい。

※参考リンクと次ページの表をご参照ください。
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○名古屋名城ライオンズクラブ 様
　（寄贈：超音波診断装置）
○フードバンク愛知 様
　（寄贈：飲料・のど飴）
○非営利団体 ＯＮｉＧｉＲｉ 様
　（寄贈：服薬ゼリー）
○有楽製菓株式会社 様
　（寄贈：菓子）

○亀井歯科 様
　（寄贈：医療用フェイスシールド）
○株式会社フレーベル館 様
　（寄贈：絵本）
○パウダーフーズフォレスト株式会社 様
　（寄贈：パウダーコーヒー）
○国際ソロプチミスト名古屋–中 様
　（寄贈：和菓子）

寄贈者一覧（順不同）

横幕能行
エイズ総合診療部長
エイズ診療科医長

【参考リンク】
❶ iTesting@Aichi&NMC(名古屋医療センターでのHIV検査)
　 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kansen-taisaku/aichi-hiv-test2021.html
❷ なごやHIV・性感染症ガイド
　 （名古屋市が開催しているHIV検査の情報が掲載されます。）
　 https://www.hiv-stiguide.city.nagoya.jp/schedule/
❸ 名古屋医療センターエイズ治療開発センターTwitter
　 （当院が提供する検査の情報を載せています。）
　 https://mobile.twitter.com/NMC_CARES

医療最前線
表

❶

❷

❸
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ン
タ
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検
査

○名古屋名城ライオンズクラブ 様
　（寄贈：超音波診断装置）
○フードバンク愛知 様
　（寄贈：飲料・のど飴）
○非営利団体 ＯＮｉＧｉＲｉ 様
　（寄贈：服薬ゼリー）
○有楽製菓株式会社 様
　（寄贈：菓子）

○亀井歯科 様
　（寄贈：医療用フェイスシールド）
○株式会社フレーベル館 様
　（寄贈：絵本）
○パウダーフーズフォレスト株式会社 様
　（寄贈：パウダーコーヒー）
○国際ソロプチミスト名古屋–中 様
　（寄贈：和菓子）

寄贈者一覧（順不同）

横幕能行
エイズ総合診療部長
エイズ診療科医長

【参考リンク】
❶ iTesting@Aichi&NMC(名古屋医療センターでのHIV検査)
　 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kansen-taisaku/aichi-hiv-test2021.html
❷ なごやHIV・性感染症ガイド
　 （名古屋市が開催しているHIV検査の情報が掲載されます。）
　 https://www.hiv-stiguide.city.nagoya.jp/schedule/
❸ 名古屋医療センターエイズ治療開発センターTwitter
　 （当院が提供する検査の情報を載せています。）
　 https://mobile.twitter.com/NMC_CARES

医療最前線
表

❶

❷

❸
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名古屋医療センターをはじめとする急性期病
院からご紹介頂く連携医療機関として、ご自宅
で患者様ご家族様が医療と生活を安心して継続
できる様にサポートしています。そのために、
病院内で行われる退院前のカンファレンスでの
病院と当院の連携を重視し、多職種の方々と共
に一つのチームとなり患者様ご家族様を全力で
支えています。
最近は「ときどき入院、ほぼ在宅」といわれ

るように、高齢者、慢性療養患者さんの療養生
活の中心が自宅に軸足をおいたものに社会全体
が移行しはじめています。療養生活で一番大事
なのは食事、排泄、住環境と身の回りのサポー
トです。生活を支えるために、多職種との連携
は欠かせません。患者さんとご家族がどんな不
安や心配を抱えているか察知して、それを取り
除くために行動することも私たちの役目です。
在宅療養を希望する地域の患者さんとご家族

にきめ細かく対応していくには、名古屋市内に
3ヶ所ないしは4ヶ所拠点が必要だと考えてい

ます。その足がけとして、昨年名古屋市西区に
「𠮷田クリニック名西」を開院しました。
また、一般の方の夜間、休日救急往診クリ

ニックとしてファストドクターと事業連携し、
コールがあればかかりつけの患者さんでなくて
もいつでも自宅を訪問して診療を行える体制を
整えました。困ったときにいかに迅速に対応で
きるかは、地域のクリニックとして重要です。
これからも必要なときに必要な医療を届けられ
るように医療体制の充実をはかり、地域の安心
のための医療を提供していきます。

　

院長
𠮷田  淳

医療法人 𠮷田クリニック
訪問診療（がん・神経難病 診療可能）

1階に事務所と外来スペース

医療法人 𠮷田クリニック
住所：〒464-0081  名古屋市千種区谷口町4番5号
 プレステージ千種七番館1階

TEL：052-723-0018
FAX：052-723-0019

診療科：内科、外科、総合診療科
訪問診療：月～金（9：00～18：00）緊急往診 24時間対応
外来診療：月、水、金　10時～12時半（予約制）
事業内容：訪問診療・外来診療・各種検査・予防接種・オンライン診療
臨床研修指定医療機関等
名古屋大学医学部附属病院、愛知医科大学実習生
をはじめ大学・養成施設から実習生等を受入れて
おります。
URL：https：//ycl .or. jp/

放射線科ではエックス線やガンマ
線等の放射線を利用して検査や治療
を行いますが、放射線による被ばく
について心配される方も多いと思わ
れます。当科では患者さんの被ばく
を最小限に抑えるために「被ばく線
量管理システム」を導入し、患者さん
の放射線検査による被ばく線量が適
正であったかを、定期的に国内の基
準線量（診断参考レベル：DRLs2020）
と比較して評価をしています。
特に最近、報道等でも被ばく線量

が多いとされるCT検査では、昨年
診断用CT装置3台のうち2台を高画質かつ低線量で撮影可能な最新型に更新
し、残り1台にも被ばく低減機能を追加しました。その結果、従来のCT装置
の60％程度に被ばく線量が減少しました。CT検査以外では、血管撮影・X線
透視・X線撮影・マンモグラフィー・アイソトープ・PET-CT検査においても、
CT検査と同様に国内の基準値と比較して被ばく線量の評価を行い、必要があ
れば撮影プランを見直すことで放射線量の低減を図っています。
当科では患者さんの被ばく低減に取り組み、安心・安全な検査を常に心掛け

ていますので、心配せずに放射線診療に臨んでください。放射線検査での被ば
くに関する質問等がございましたら、お気軽に担当スタッフにご相談ください。

～患者さんの被ばくを最小限に！～ 診療放射線技師長 横山惠太

更新されたCT

外来2階は消化器内科、呼吸器
内科、循環器内科、糖尿病・内分
泌内科、膠原病内科、腎臓内科、
脳神経内科、総合内科、腫瘍内科、
精神科、感染症内科、脳神経外科、
外来化学療法室、内視鏡室を有し
ています。
各診療科では医師、看護師、薬

剤師、地域連携室、入退院支援セ
ンター、医療相談室、栄養相談室
など多部門と協力して患者様に医
療相談や栄養指導、薬剤指導、自
己注射導入指導などを実施してい
ます。
外来化学療法室では、がん化学療法認定看護師を中心に、緩和ケアチームと連携して身体的苦痛

のみではなく精神的な苦痛にも寄り添えるように心がけており、患者様が少しでも安心して治療が
受けられるような環境作りに努めています。
現在、外来では発熱のある患者様への対応についても院内ルールに沿って感染対策に努めていま

す。待ち合いエリアの換気や消毒などを実施して、安心安全な医療・看護を提供できるように心が
けています。
スタッフ全員で接遇向上にも取り組んでおります。お気づきの点があればスタッフにお声かけく

ださい。

外来2階

職
場
紹

放射線診断科・放射線治療科

介

Aquilion Prime 
SP/i Edition

Aquilion ONE
VISION EDITION

Aquilion Prime 
SP/i Edition

線量データ

線量データ

PACS
更新

線量データ

自動転送 線量管理ワークステーション

CT②バージョン
アップ

更新

線量データ

線量データＣT③
更新

X-TV②X-TV①

線量データ
線量データ

線量データ線量データ

血管撮影① 血管撮影②

ＣT①

被ばく線量管理システム構成
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外　来　診　療　担　当　表
診　療　科 月 火 水 木 金

内　
　
　
　
科
（
２
階
）

受
付
Ａ

消化器内科

1診 平嶋 平嶋 島田 島田 恒川
2診 齋藤 齋藤 近藤尚 浦田 宇仁田
3診 浦田 田中 近藤高 田中 交代制（初診）
4診 交代制（初診）交代制（初診）交代制（初診）交代制（初診）

呼吸器内科

5診 篠原 沖
篠原（午前）

山田有/
鳥居（午後）

坪井
（初診） 沖

6診 鳥居厚（午前）
小暮啓（午後）

山田有
（午前） 

小暮啓
（初診） 北川 小暮啓（午前）

丹羽英（午後）
7診 沖

（初診）
丹羽英/

篠原（初診） 丹羽英
鳥居厚/

山田有（初診）

受
付
Ｂ

循環器内科

8診 ペースメーカー
（2・4週）

ペースメーカー
（1・3週）

9診 近藤隆 交代制 近藤隆 交代制
10診 今井 上村 山下 富田 山本
11診 花田 早川 山田高 山田高 森

糖尿病・　
内分泌内科

12診 フットケア
（2週・午後）

14診 丹羽靖
（初診・再診）

丹羽靖
（初診・再診）

田實
（初診・再診）

田實
（初診・再診）

杉浦
（初診・再診）

15診 杉浦
（初診・再診）

山田努
（初診・再診）

山家由
（初診・再診）

山田努
（初診・再診）

山家由
（初診・再診）

受
付
Ｃ

膠原病内科 
リウマチ科

8診 水谷有
（初診）

高野
（1・3週・午後以外）

12診 伊藤佑
（初診）

長谷川貴
（初診）

大島
（初診）

予約のみ
（3週・午後）

高野
（1・3週・午後）

17診
片山（午前）

高野
（午後・予約のみ）

高野 片山（午前）
長谷川（午後）

大島（午前）
長谷川（午後）

片山（午前）
伊藤佑（午後）

18・19診 高野⑱・
水谷有⑲

長谷川貴⑱・
大島⑲

腎臓内科
18診 交代制（初診）

松本（午後･再診）
交代制（初診）
渡邉（午後･再診） ― 交代制（初診）

蜂矢（午後･再診） ―

19診 浅野
（午前・再診）

中村（午前･再診）
三林（午後･再診） ― 龍華

（午前・再診） ―

受
付
Ｄ

脳神経内科

20診 大橋 瀧田 山田研 原田 竹中

21診 竹中 伊藤洋 曽根（もの忘れ外来）
（連携室予約のみ） 龍見

22診 小林麗（初診）山田研（初診）大橋（初診） 瀧田（初診） 原田（初診）
25診 脳波・てんかんセンター

（岡田） 岡田 脳波・てんかんセンター
（小林麗） 岡田 睡眠センター（予約のみ）

（岡田）

受
付
Ｅ

総合内科

23診
林雅（午前）

濱田
（午後・予約のみ）

古田
（午後・予約のみ）

14:00〜15:00
当番制

（午前・1･3週）
林雅

（午後）
安野

（午前）

23・24診 当番制
（午前）㉔ ―

濱田
（午前2･4･5週）㉓

安野
（午後･予約のみ）㉓

当番制
（午前）

24診 ― 古田
（午前）

古田
（午後・予約のみ）

※総合内科の月・水・金は予約のみ。当日受付は不可。

腫瘍内科（2階）
（化学療法室）

1診 杉山（再診） 白石（再診）加藤恭（再診）杉山（再診） 白石（再診）
2診 小暮啓/船橋 北川（再診） 佐藤真（再診）
初診 当番制 当番制 当番制 当番制 当番制

※腫瘍内科は、初診・紹介は当番制です。

禁煙外来(2階) 特別診察室 ― 当番制
（午後・予約のみ） ― ― 当番制

（午後・予約のみ）
緩和ケア内科

(2階) 特別診察室 稲田②・
岡本③ 船橋③

船橋③
近藤建

（外科外来）
稲田③・
岡本① 岡本③

内 視 鏡 室
（2階）

消化器
島田
近藤尚/
宇仁田/田中/
近藤高/恒川

島田（当番制）
近藤尚/浦田/
宇仁田/
近藤高/恒川

平嶋/齋藤/
浦田/田中/
宇仁田/恒川/
日比野

近藤尚/
宇仁田/
近藤高/
齋藤/恒川

島田/平嶋
（当番制）

齋藤/浦田/
田中/近藤高/
近藤尚

呼吸器 ＢＦ（当番制） ― ― ＴＢＬＢ（当番制） ―

精 神 科(2階) 再診 ― 宮本 ― 宮本 宮本
※精神科では当面の間、初診患者の受入れを停止しております。

脳神経外科
（2階）

1診 倉光 根来
（予約のみ） 玉利 交代制 須崎

2診 高橋立 江口 浅井琢

3診 安藤遼 伊藤翔（1・3・5週）
寺尾（2・4週） 梶田泰

外　　　科
（1階）

1診 片岡
（消化器）

伊藤将
（一般）

加藤彩
（乳腺）

末永
（一般・消化器）

竹田伸
（消化器）

2診 山田勝
（3週以外）

宇田
（消化器）

近藤建
（一般・消化器）

林孝・加藤彩
（乳腺）

林孝
（乳腺）

3診 梅村
（一般）

竹田直
（一般）

田嶋
（消化器）

加藤公
（一般・消化器）

杉谷
（一般）

4診
乳腺（午前）

森田
（乳腺・午後/再診）

中山智
（心臓血管）

関
（呼吸器）

竹内榮
（心臓血管）

児玉
（末梢血管2・4週）

5診 森田（乳腺）
特別診察室 萩原

（2診・心臓血管）
※ストマ外来… 火曜 1・2・3・4 週  ※萩原医師の心臓血管外科は特別診察室で行います。
※末梢血管外科は完全予約制です (13:30 〜 15:30)。

◎外来受付時間　○初診 / 午前 8 時 30 分〜午前 11 時　○再診 / 午前 8 時 20 分〜午前 11 時
◎休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（12/29 〜 1/3）
◎担当は都合により予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

診　療　科 月 火 水 木 金

整 形 外 科
(1階)

1診 森 家﨑 髙橋伸 風間 生田
2診 髙橋伸 生田 浅井信（人工関節）
3診 風間 浅井信（リウマチ） 家﨑 森（人工関節）
4診 佐藤智（人工関節）服部陽（リウマチ）佐藤智（リウマチ） 服部陽（リウマチ）
5診 服部陽（人工関節） 金子（リウマチ）金子（人工関節）金子（リウマチ）
6診 森（リウマチ）

皮　膚　科
（3階）

1診 滝 清水 清水 清水 竹田さ

2診 竹田さ 大井 大井 大野 大井
3診 日高 日高 滝 日高 滝
4診 植田 池谷 植田 倉橋 池谷

小　
児　
科
（
３
階
）

午前

1診 二村
（初診・一般）

交代制
（初診・一般）

二村
（初診・一般）

交代制
（初診・一般）

小野
（初診・一般）

2診 堀部
（血液・腫瘍）

堀部
（長期フォロー）

3診 前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

4診 後藤
（長期フォロー）

後藤
（循環器）

後藤
（循環器）

後藤
（長期フォロー）

後藤
（循環器）

午後

1診 交代制
（一般）

交代制
（一般）

二村
(アレルギー)

交代制
（一般）

金子
（小児外科）月2回
交代制（一般）

2診
堀部

（長期フォロー）
高橋

（カウンセリング）

竹中
（神経）

小野
(アレルギー)

加藤・後藤
（乳児健診）

3診 前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

高橋
（カウンセリング）

4診
後藤

（予防接種）
髙橋

（内分泌）月2回

後藤
（予防接種）

交代制
（一般）

後藤
（予防接種）

後藤
（予防接種）

遺　伝
診療科

（2階）特別診察室 ― ― 服部浩・
田口・河合 ― 服部浩・

田口・河合
遺伝（3階）
カウンセリング 看護外来 服部浩・

田口・河合 ― ― 服部浩・
田口・河合 ―

※遺伝診療科及び遺伝カウンセリングは完全予約制です。※カウンセリング予約枠：月曜1枠（13:00-14:00）、木曜2枠（13：00-14：00、15:00-16:00）

耳鼻いんこう科
頭 頸 部 外 科

（3階）

1診 加藤健・佐藤良 三澤・佐藤良 森永 竹内佑 加藤健

2診 森永 森永 加藤健 佐藤良
横井（13:30-15:30） 佐藤良

3診 三澤 竹内佑 竹内佑 加藤健 三澤（1･3･5週）
森永（2･4週）

めまい・耳鳴り
14：00〜 三澤・佐藤良

眼　　　科
（3階）

1診
（初診）

小口（1･3･5週）
鶴田（2･4週）

伊藤和（1･3･5週）
服部友（2･4週） 近澤 高士

手術日

2診 鶴田（1・3・5週）
小口（2･4週） 高士 伊藤和

3診
4診 廣瀬 廣瀬

5診
服部友（1・3・5週）
近澤（2・4週）
鳥居（午後）

鳥居良 服部友

6診 吉田 久保田 久保田

産 婦 人 科
（3階）

1診 中西 東 熊澤 熊澤 中西
2診 稲葉 水谷輝 稲葉 交代制 東

※木曜の診察は、手術がある場合は1診対応となり、どちらかの医師の診察となります。産褥1ヶ月健診は、金曜日に行います。

泌 尿 器 科
（3階）

初診 鈴木晶 交代制 平林 交代制 吉野
再診 吉野 鈴木晶 伊藤 松浦
再診 鈴木知 代診（2・4週） 岡村 平林

血 液 内 科
（3階）

1診 永井 飯田 永井 飯田 安田
2診 飯田 鈴木康 今橋伸 鈴木康 今橋伸

3診 安田 平野志 小暮あ 平野大 小暮あ

LTFU 飯田（2・3週） 飯田(3週)
※LTFU：造血幹細胞移植後外来

専 門 外 来
（3階）

1診 笠原（4週以外）
伊藤公（4週）

小暮あ
（14:00まで）

今橋真
（14:00まで）

横幕・松下
（3週・午後）

横幕・渡邊
（1週・午後）

3診 小暮あ
（14:00まで）

林
（12:00まで）

森岡
（12:00まで）

小暮あ
（12:00まで） 今橋真

歯科口腔外科
（3階）

初診 小田 萩野 松井（〜3/18まで） 交代制 宇佐美・宮坂
再診 萩野 宇佐美 宇佐美 交代制 小田
再診 松井（〜3/18まで） 小田 小田 萩野
再診 宮坂 松井（〜3/18まで） 萩野 松井（〜3/18まで）
再診 宮坂

放射線治療科
（地下1階） 初診・再診 加藤惠・宮川 加藤惠・宮川 加藤惠・宮川 加藤惠・宮川 加藤惠・宮川

放射線
（1階）

診断
午前 宇佐見・

安藤嘉
宇佐見・
安藤嘉

大岩・
宇佐見

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・
安藤嘉

午後 宇佐見・安藤嘉
大岩（午後3時〜）

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

X線TV5 午前 消化器 呼吸器 消化器
X線TV6 午後 耳鼻いんこう科（嚥下） 耳鼻いんこう科（嚥下）

RI/PET 宇佐見 安藤嘉 宇佐見 大岩 大岩
超音波 大岩・

森田（午前） 森田 大岩(生検)/
森田

遠藤・須田
（乳腺） ―

検診 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田

独立行政法人 国立病院機構 名古屋医療センター

令和4年3月1日現在


